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○子ども・子育てニーズ調査(アンケート調査)結果概要

1.調査概要

2.調査結果の傾向

1) 就学前児童

① 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況(問 14～15)

８割弱の世帯で、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用しており、その内訳と

しては、「認可こども園」(9割強))などとなっています。また、９割強が町内で実施していますが、そ

の理由として、７割強が居住場所に近いためとか回答しています。

保育園とこども園との連絡をＩＣＴ化（スマートフォン等による電子化）することについて、導入済

みとの回答は 2割弱で、導入すべきとの回答は 4割強となっています。

国が検討している「こども誰でも通園制度（仮称）」が創設された場合、3割弱が利用したいと回答

しており、普段、認定こども園を利用しているため対象となっていないと回答した方は、5割弱となっ

ています。

■保育施設の利用状況 ■連絡等のＩＣＴ化

調査の目的

竹原市子ども・子育て支援事業計画（第3期）策定に向けた基礎資料とするた

め、小学校以下の児童が属する世帯の子育て状況や子育て支援等に関する意見等

の把握。

就学前児童 小学校児童

調査対象者 市内の未就学児が属する全世帯 市内の小学生が属する世帯

調 査 期 間 令和6年２月 同 左

調 査 数 506件 603 件

調 査 方 法 郵送による配布、郵送による回収 郵送による配布、郵送による回収

調査票回収数 183件 258 件

回 収 率 36.2％ 43.0％

資料 2

すでに通ってい

る園はＩＣＴ化

されている

18.6%

ＩＣＴ化を導入

するべき

42.6%
ＩＣＴ化は

必要ない

8.7%

わからない

18.6%

その他

4.4%

無回答

7.1%

(n=183)
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25.9

14.8

20.4

7.4

24.1

3.7

0.0

3.7

0 20 40 60 80 100

4日以下

5～9日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

無日答

(％)

(n=54)

■こども誰でも通園制度

② 土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望(問 19～20)

土曜日では、4割強、休日では7割強が利用を希望していませんが、夏休みなどの長期休暇(幼稚園

対象)の場合は、5割強が利用したいと回答しています。

■土曜日 ■日曜日

■夏休みなどの長期休暇（幼稚園）

利用したい

29.5%

利用したいと

思わない

8.2%

対象となっていな

い（普段、認定こ

ども園等を利用し

ている。）

45.9%

無回答

16.4%

(n=183)

利用日数/月（利用したい方）

利用する必要は

ない

40.4%

ほぼ毎週利

用したい

24.6%

月に１～２回は

利用したい

28.4%

無回答

6.6%

(n=183)

利用する必要は

ない

71.0%

ほぼ毎週利用

したい

3.8%

月に１～２回は

利用したい

18.6%

無回答

6.6%

(n=183)

利用する必要は

ない

10.2%

ほぼ毎日利

用したい

42.5%

週に数日利用

したい

10.2%

無回答

37.0%

(n=127)



3

83.5

41.3

31.4

12.4

5.8

1.7

0.8

0.0

0.8

1.7

0 20 40 60 80 100

母親が仕事等を休んだ

父親が仕事等を休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親または母親のうち就労していない方が

子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

ファミリー・サポート・センターを利用した

ベビーシッターを利用した

その他

無回答

(％)

(n=121)

できれば病児・病後

児保育施設等を利用

したい

23.4%

利用したいとは

思わない

75.7%

無回答

0.9%

(n=107)

③ 病気の際の対応(問 21～22)

子どもが病気の際、母親が仕事を休み対応することが多く、８割強となっています。また、4割強の

世帯では、父親が休み対応しています。その他では、親族・知人に預ける場合も３割強見られます。

病児・病後児のための保育施設等については、7割強が利用しないとしていますが、利用したいとは

思わない世帯の6割弱は、親が仕事を休んで対応するや他人にみてもらうことの不安が 4割弱となっ

ています。

■子どもが病気の際の対応

■病児・病後児保育利用 ■病児・病後児保育を利用したいと思わない理由

58.0

39.5

34.6

11.1

8.6

2.5

9.9

4.9

0 20 40 60 80 100

親が仕事を休んで対応する

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

利用料がかかる・高い

利用料や利用方法がわからない

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない

地域の事業の質に不安がある

その他

無回答

(％)

(n=81)
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そう思う

11.5%

どちらかとい

うとそう思う

47.0%どちらかという

とそう思わない

15.3%

そう思わない

15.3%

わからない

9.3%

無回答

1.6%

(n=183)

続けたい

59.6%

続けたくない

8.2%

わからない

30.6%

無回答

1.6%

(n=183)

6.0

1.6

0.0

0.0

0.5

86.3

5.5

0 20 40 60 80 100

一時預かり

認定こども園（幼稚園部分）の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

(％)

(n=183)

81.3

18.8

6.3

0.0

0.0

6.3

0.0

0 20 40 60 80 100

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

仕方なく子どもを同行させた

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した

短期入所生活援助事業（ショートステイ）以外の認可

外保育施設、ベビーシッター等の保育事業を利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

(％)

(n=16)

④ 不定期の預かり事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用(問 23～25)

現在、９割弱の世帯では、不定期の預かり事業や宿泊を伴う一時預かり等を利用していません。また、

保護者の用事で家族以外の親族・知人にみてもらった割合は8割強となっています。

■一時預かり等の利用 ■1年間の対応

⑤ 本市の子育て環境について(問 38～40)

本市の子育て環境について、子育てしやすいと思う割合は 6割弱で、教育や保育を受けさせ続けた

いと思う割合も6割弱となっています。

本市が取組んでいることとで、「保育サービス」・「子育て支援サービス」が 3割強、「子育て支援の

ネットワークづくり」「児童の健全育成」「子どもや母親の健康の確保」「食育の推進」が 1割強、良く

なったと感じています。

また、本市の取組の中で今後も重要と思うものとして「保育サービス」・「子育て支援サービス」が 4

割弱、「小児医療等の充実」5割強となっており、安全・安心に関することや働き方、障がい児施策の

充実などが1割～2割程度で続いています。

■子育て環境 ■子育てや教育の継続
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67.4

41.5

32.9

13.6

1.2

0.8

5.0

0.8

0 20 40 60 80 100

自宅

習い事

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

放課後児童クラブ〔学童保育〕（１～６年生）

祖父母宅や友人・知人宅

児童館

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

(％)

(n=258)

■取組んでいることで良くなったと思うこと ■今後も特に重要だと思うこと

2) 小学校児童

① 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況(問 12～15)

放課後は、子どもの７割弱が自宅で過ごしており、保護者が希望する居場所も現状とほぼ同様と考え

ています。

放課後児童クラブは、現在３割強が利用していますが、利用希望を見ると土・曜日は 9割弱が利用

する必要はないと考えています。また、夏休み等の長期の休暇では、４割弱が利用したいと考えていま

す。また、利用期間としては6年生までが 6割強を希望しています。

放課後児童クラブの満足度としては、「たいへん満足」が 3割強で「ほぼ満足」が5割となっていま

すが、「やや不満・大変不満」が約2割とあるため、利用時間帯や指導内容の工夫などを改善していく

必要があります。

■放課後の過ごし方

32.8

31.7

15.8

12.0

12.0

10.9

10.4

9.8

9.8

8.2

7.7

6.0

6.0

5.5

5.5

4.9

4.4

4.4

3.8

3.3

3.3

2.7

0 20 40 60 80 100

保育サービス（保育所、こども園、幼稚園）

子育て支援サービス（地域子育て支援センター、ファミ

リー・サポート・センター、病児・病後児保育室等）

「食育」の推進

子育て支援のネットワークづくり

子どもや母親の健康の確保

安全・安心なまちづくりの推進等

児童の健全育成

良質な住宅・居住環境の確保

安心して外出できる環境の整備

子どもの交通安全を確保するための活動の推進

障害児施策の充実

小児医療等の充実

子どもの生きる力の育成に向けた学校教育環境の整備

家庭や地域の教育力の向上

子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

多様な働き方の実現や男性を含めた働き方の見直し等

思春期保健対策の充実

ひとり親家庭の自立支援の推進

児童虐待防止対策の充実

次代の親の育成

子どもを取り巻く有害環境対策の推進

被害にあった子どもの保護の推進

(％)

(n=183)

51.4

40.4

37.2

19.1

18.6

18.6

16.9

15.3

15.3

14.2

14.2

13.7

8.7

7.1

6.6

6.6

6.0

6.0

4.9

3.8

3.8

1.6

20.8

0 20 40 60 80 100

小児医療等の充実

保育サービス（保育所、こども園、幼稚園）

子育て支援サービス（地域子育て支援センター、ファミ

リー・サポート・センター、病児・病後児保育室等）

子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

子どもや母親の健康の確保

子どもの交通安全を確保するための活動の推進

安心して外出できる環境の整備

子どもの生きる力の育成に向けた学校教育環境の整備

安全・安心なまちづくりの推進等

多様な働き方の実現や男性を含めた働き方の見直し等

障害児施策の充実

子育て支援のネットワークづくり

児童の健全育成

思春期保健対策の充実

良質な住宅・居住環境の確保

児童虐待防止対策の充実

家庭や地域の教育力の向上

子どもを取り巻く有害環境対策の推進

「食育」の推進

次代の親の育成

ひとり親家庭の自立支援の推進

被害にあった子どもの保護の推進

無回答

(％)

(n=183)
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44.6

41.1

11.2

5.0

12.4

0 20 40 60 80 100

いずれも必要ない

夏休み・冬休みなどの長期の休暇中に

利用したい

土曜日に利用したい

日曜日・祝日に利用したい

無回答

(％)

(n=258)

たいへん満足

30.6%

ほぼ満足

45.9%

やや不満

16.5%

たいへん不満

4.7%

無回答

2.4%

(n=85)

できれば病児・病後

児保育施設等を利用

したい

17.2%

利用したいとは

思わない

80.0%

無回答

2.8%

(n=145)

66.4

30.2

26.7

8.6

8.6

2.6

13.8

3.4

0 20 40 60 80 100

親が仕事を休んで対応する

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

利用料がかかる・高い

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない

利用料や利用方法がわからない

地域の事業の質に不安がある

その他

無回答

(％)

(n=116)

■夏休み等における長期休暇における希望（児童クラブ） ■児童クラブの満足度

② 病気の際の対応(問 17)

子どもが病気の際、母親が仕事を休み対応することが多く、7割強となっています。また、3割弱の

世帯では、父親が休み対応していますが、仕方なく子ども一人で留守番させる世帯も１割強見られま

す。

病児のための保育施設については、8割が利用しないとしていますが、利用したくない世帯の 7割

弱は、親が仕事を休んで対応するや他人にみてもらうことの不安が 3割となっています。

■子どもが病気になった際の対応

■病児・病後児保育利用 ■病児・病後児保育を利用したいと思わない理由
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75.0

15.0

0.0

0.0

0.0

15.0

0.0

0 20 40 60 80 100

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

仕方なく子どもを同行させた

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した

「短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用し

た」以外の認可外保育施設等の保育事業を利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

(％)

(n=20)

1.9

0.8

0.0

95.0

2.3

0 20 40 60 80 100

小学生の一時預かり（ふれあい館

ひろしまの放課後子ども活動）

ファミリー・サポート・センター

その他

利用していない

無回答

(％)

(n=258)

そう思う

14.0%

どちらかと

いうとそう

思う

43.4%
どちらかという

とそう思わない

16.3%

そう思わない

13.6%

わからない

11.6%

無回答

1.2%

(n=258)

続けたい

52.7%

続けたくない

9.3%

わからない

37.2%

無回答

0.8%

(n=258)

③ 不定期の預かり事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用(問 18～20)

現在、9割強の世帯では、不定期の預かり事業や宿泊を伴う一時預かり等を利用していません。ま

た、保護者の用事で家族以外の親族・知人にみてもらった割合は8割弱となっています。

■一時預かり等の利用 ■1年間の対応

⑥ 本市の子育て環境について(問 36～38)

本市の子育て環境について、子育てしやすいと思う割合は 6割弱で、教育や保育を受けさせたいと

思う割合も6割弱となっています。

本市が取組んでいることとで、「保育サービス」3割弱、「子育て支援サービス」が2割強、「食育の

推進」が 2割強、「小児医療等の充実」「安全・安心なまちづくりの推進等」が1割強、良くなったと

感じています。

また、本市の取組の中で今後も重要と思うものとして「保育サービス」・「子育て支援サービス」が 2

割弱、「小児医療等の充実」4割弱となっており、学校教育環境の整備、安全・安心に関することや働

き方、障がい児施策の充実などが1割～2割程度で続いています。

■子育て環境 ■子育てや教育の継続
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29.5

22.9

20.5

11.6

10.5

10.5

9.3

8.5

8.5

8.1

7.8

7.4

7.0

6.6

5.4

5.4

5.0

4.3

3.5

3.5

3.1

2.7

45.0

0 20 40 60 80 100

保育サービス（保育所、こども園、幼稚園）

子育て支援サービス（地域子育て支援センター、ファミ

リー・サポート・センター、病児・病後児保育室等）

「食育」の推進

小児医療等の充実

安全・安心なまちづくりの推進等

子どもの交通安全を確保するための活動の推進

安心して外出できる環境の整備

子育て支援のネットワークづくり

子どもの生きる力の育成に向けた学校教育環境の整備

子どもや母親の健康の確保

障害児施策の充実

良質な住宅・居住環境の確保

児童の健全育成

子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

児童虐待防止対策の充実

ひとり親家庭の自立支援の推進

家庭や地域の教育力の向上

多様な働き方の実現や男性を含めた働き方の見直し等

子どもを取り巻く有害環境対策の推進

被害にあった子どもの保護の推進

思春期保健対策の充実

次代の親の育成

無回答

(％)

(n=258)

39.5

24.0

22.1

21.7

21.3

19.8

18.6

17.1

11.6

10.5

8.9

8.5

7.8

7.0

7.0

6.2

6.2

5.0

4.3

3.9

3.5

3.5

28.7

0 20 40 60 80 100

小児医療等の充実

子育て支援サービス（地域子育て支援センター、ファミ

リー・サポート・センター、病児・病後児保育室等）

子どもの生きる力の育成に向けた学校教育環境の整備

安全・安心なまちづくりの推進等

保育サービス（保育所、こども園、幼稚園）

子どもの交通安全を確保するための活動の推進

子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

安心して外出できる環境の整備

障害児施策の充実

多様な働き方の実現や男性を含めた働き方の見直し等

児童の健全育成

家庭や地域の教育力の向上

ひとり親家庭の自立支援の推進

子育て支援のネットワークづくり

子どもや母親の健康の確保

良質な住宅・居住環境の確保

児童虐待防止対策の充実

思春期保健対策の充実

次代の親の育成

「食育」の推進

子どもを取り巻く有害環境対策の推進

被害にあった子どもの保護の推進

無回答

(％)

(n=258)

■取組んでいることで良くなったと思うこと ■今後も特に重要だと思うこと


